
作成日

変更日

（１）基礎情報

ア．対象地域

過疎 山村

イ．計画期間

※目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見直すものとする。

馬路村循環型社会形成推進地域計画

地域の要件がその他の場合
は

具体的に記載

構成市町村等（作成者）名

　　構成市町村に一部事務組合等が含まれている場合、当該組合の状況

組合名称
（設立（予定）年月日）

計画期間※ 5年

組合を構成する市町村

組合設立に関する、
今後の見通し

令和6年11月30日

馬路村（全部過疎）、馬路村（全部山村）

馬路村

165.48

774

１　計画の基本的な事項

地域の要件

離島、豪雪、山村、半島、
過疎地域に該当がある市町

村名

地域総面積（㎢）

地域内総人口（人）

開始年月日

終了年月日

令和7年4月1日

令和12年3月31日
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（２）対象地域における取組みに関する事項

ア．ごみ処理の広域化・施設の集約化の検討状況

イ．プラスチック資源の分別収集及び再商品化に係る実施内容

実施地域

実施年度

実施方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

予定地域

予定年度

予定方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

実施しない（予定）地域

プラ要件化対象事業の実施

備考

実施予定の場合

確認した都道府県の
広域化・集約化計画の名称

実施済の場合

　高知県では、広域的な視点に立った総合的かつ効率的な処理体制の構築を目指し、市町村による相互
連携によるごみ問題の解決のための指針として、「高知県ごみ処理広域化計画（H11.6月）」を策定して
いる。
　この計画では、基本方針のひとつとして「焼却施設の集約化」を挙げており、この中で当該地域は、
高知県内を6ブロックに分割したうちの「安芸広域ブロック」として位置づけられている。現在馬路村地
域のごみ焼却施設は「安芸広域市町村圏事務組合　安芸広域メルトセンター」1施設となっており、高知
県が提唱する集約化を達成している。
　一方、資源化処理等は、ブロック内で極力集約化した複数のリサイクル施設を整備するとともに小規
模施設は市町村の実態に応じて整備することとしている。馬路村地域の資源化処理は、「中芸広域連合
リサイクルセンター」で広域処理を行っているが、缶類、廃食用油等を村単独で処理している。このよ
うに、資源化処理についても高知県が提唱する広域化計画に沿った施設構成となっている。
　以上のように、馬路村地域の広域化・施設の集約化は、現在の高知県計画に照らすと、ほぼ達成して
いる状況となっている。今後はこの体制を維持しながら、より効率的な施設の整備を近隣市町村ととも
に検討していく。

高知県ごみ処理広域化計画（H11.6月）

馬路村（全部過疎地域・山村地域であるため）

○
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ウ．対象地域における一般廃棄物処理有料化の状況

エ．対象地域における災害廃棄物処理計画の策定状況

未策定の構成市（策定予定時期）

備考

上記が④の場合、その詳細

未導入の構成市町村名

有料化導入に向けた検討状
況

※全ての構成市町村で導入
済の場合は記載不要

策定状況

策定済の構成市（計画の名称） 馬路村災害廃棄物処理計画

①構成市全てで策定済

①全ての構成市町村で導入済有料化導入状況

3



２　循環型社会形成推進のための現状と目標（一般廃棄物の処理）

（１）一般廃棄物の処理の現状と目標（全域）

現状 目標

令和5年度 令和12年度 現状比

774 631 -18.5%

106 126 18.9%

220 164 -25.5%

779 710 -8.9%

　その他排出量（トン） 0 0 0

　⑤総排出量（トン） 326 290 -11.0%

1,154 1,259 9.1%

　再生利用量 115 87 -24.3%

35% 30%

　最終処分量 0 0 0

0% 0%

　エネルギー回収量 　年間の発電電力量（MWH） 105 119

　年間の熱利用量（GJ） 53 60

特記事項

⑧最終処分量：埋立処分された量〔単位：トン〕

≪用語の定義≫　下記のとおり表１で用いる用語の定義を行う。

※　別添資料として①～⑧に関する過去及び将来推計のトレンドグラフを添付する。

⑤総排出量：②＋③＋⑤の和〔単位：トン〕

②③排出量：対象地域において出されたごみの量（資源含む。集団回収されたごみを除く）〔単位：トン〕
　　　　　　※事業系・生活系それぞれで記載。

⑥1人1日当たりの排出量：⑤*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ/人日〕

⑦総資源化量：事業系の資源ごみ量＋生活系の資源ごみの量＋集団回収量等の和〔単位：トン〕

エネルギー回収量：エネルギー回収施設において発電された年間の発電電力量〔単位：MWh〕及び熱利用量〔単位：GJ〕

その他排出量：②、③に該当しない排出量〔単位：トン〕

④1人1日当たりのごみ排出量：（生活系ごみ排出量－生活系資源ごみの量）*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ
/人日〕

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指し、表１のとおり目
標量について定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。

　排出量

　⑥1人1日当たりの排出量（ｇ/人日）

　④1人1日当たりのごみ排出量（ｇ/人日）

　③生活系ごみ排出量（トン）

　②事業系ごみ排出量（トン）

　表１　減量化、再生利用に関する現状と目標

　①総人口（人）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

・その他排出量には集団回収量を含む（該当なし）。
・焼却（溶融）施設では発電その他の熱利用を行っている。

　⑦総資源化量（トン）

　⑧埋立最終処分量（トン）
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予測・目標における数値のうち、②③④が増加予測となるものもがある場合はその理由を記載

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容

予測・目標については、令和4年度までの実績により策定した一般廃棄物処理基本計画において設定した目標値
である。
このうち、②事業系ごみ排出量は、令和4年度実績181tに対し令和12年度目標値126tに削減することとしていた
が、直近の令和5年度の実績が106tとなったため、目標値が増加した形になった。
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（２）一般廃棄物の処理の現状と目標のフロー図（全域）

令和5年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

326 t
リサイクル率

35.3%

処理残さ量

114 t
排出量 計画処理 35.0%

326 t
100.0% 減量化量

211 t
自家処理量 64.7% 最終処分量

0 t
0.0%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

令和12年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

290 t
リサイクル率

30.0%

処理残さ量

85 t
排出量 計画処理 29.3%

290 t
100.0% 減量化量

203 t
自家処理量 70.0% 最終処分量

0 t 0 t
0.0%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

87 t

0 t

0.0%

現状の一般廃棄物の処理状況フロー

中間処理量 処理後最終処分量

目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー

処理後最終処分量

85 t2 t

1 t

0 t 115 t

326 t
325 t 0 t

0 t

0 t

直接資源化量

290 t
0 t

29.3%

0.0%

0.7%

99.3%
288 t

0 t

0.0%

処理後再生利用量

直接資源化量 処理後再生利用量

114 t
35.0%

99.7%

0.3%

0.0%

中間処理量

直接最終処分量

直接最終処分量
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（１）処理体制

（２）処理施設等の整備

３　目標達成に向けた施策（一般廃棄物の処理）

　事業系ごみは、可燃ごみを収集しており、生活系ごみと同様に「安芸広域メルトセンター」で溶融処
理を行っている。
　事業系ごみ処理は、今後も現状の体制を維持していく計画である。

上記（１）の今後の分別区分及び処理体制で処理を行うため、表３のとおり必要な施設整備、表４のと
おり計画支援事業等を行う。また、参考として現有施設の一覧を表５で示す。

　　ア．生活系ごみの処理体制の現状と今後

分別区分及び処理方法については、表　2のとおりである。
　現在、本村における生活系ごみの分別排出は、「一般ごみ（可燃物）」、「リサイクルごみ（ビン、
カン、ペットボトル、金属類、廃食油、容器包装プラスチック、紙・布類）」、「有害物」、「粗大ご
み」に分別し、収集しており、収集されたごみは、それぞれ対応する処理施設へ搬送される。
「一般ごみ」及び「粗大ごみ」は安芸広域市町村圏事務組合安芸広域メルトセンターへ運搬又は直接搬
入され、溶融処理されている。
「リサイクルごみ」「有害物」は品目ごとに処理施設が分かれており、「リサイクルごみ」のうちビ
ン、ペットボトル、容器包装プラスチック及び「有害物」は、中芸広域リサイクルセンターで中間処
理、集積、搬出を行っている。また、「リサイクルごみ」のうちカンは村で選別・圧縮し資源化事業者
に、金属類、紙・布類は、村で集積し資源化事業者に提供しており、廃食油は村内でBDF燃料として利用
している。
　尚、本村は、「魚梁瀬一般廃棄物最終処分場」を所有しているが、最終処分は行っておらず、埋立ご
みを掘り起こし、安芸広域メルトセンターで溶融処理する事業を行っている。
　以上のとおり、本村のごみについては、安芸広域メルトセンターにおける溶融処理生成物を含め、す
べて再生利用に供している。
　また、安芸広域メルトセンターでは、エネルギー回収として廃熱を利用した発電が行われており、今
後も継続される予定である。

　　ウ ．一般廃棄物処理施設であわせて処理する産業廃棄物の現状と今後

　本村の産業廃棄物のうち一般廃棄物と併せて処理しているものはなく、今後も処理は行わない予定で
ある。

　　イ．事業系ごみの処理体制の現状と今後 

7



表２　馬路村地域各市町村の生活系ごみの分別区分と処理方法の現状と今後

分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等 一次処理 二次処理

一般ごみ
溶
融

安芸広域
メルト
センター

一般ごみ
溶
融

安芸広域メ
ルトセン
ター

スラグ：公共利用
メタル：売却
飛灰　：委託処理

ビン
中芸広域リ
サイクルセ
ンター

ビン
集
積

中芸広域リ
サイクルセ
ンター

売却

カン
圧
縮

売却 カン
圧
縮

選別圧縮設
備

売却

ペットボト
ル

圧
縮

中芸広域リ
サイクルセ
ンター

ペットボト
ル

圧
縮

中芸広域リ
サイクルセ
ンター

売却

金属類 売却 金属類
集
積

売却

紙類 売却 紙類
集
積

売却

布類 売却 布類
集
積

売却

廃食油 直接資源化 廃食油
集
積

直接資源化

容器包装プ
ラスチック

圧
縮

中芸広域リ
サイクルセ
ンター

容器包装プ
ラスチック

圧
縮

中芸広域リ
サイクルセ
ンター

売却

その他
（蛍光管、
電池）

集
積

中芸広域リ
サイクルセ
ンター

その他
（蛍光管、
電池）

集
積

中芸広域リ
サイクルセ
ンター

委託処理

小型家電
集
積

民間委託 小型家電
集
積

委託処理

現　　　状（令和5年度） 今　　　後（令和12年度）

馬路村
分別区分 処理方法

処理施設等
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表３－Ａ　マテリアルリサイクル推進等のための整備事業

事業番号 1

施設名称
馬路村

ストックヤード

事業主体 馬路村

工種 新設工事

事業目的
（新設・改良等の理由）

資源ごみの安全な貯
留とリサイクル促進
のため

施設種別 ストックヤード

処理方式 選別・圧縮、集積

処理能力（単位） 約200m2

事業期間 令和8～9年度

竣工（事業完了）予定年月 令和10年3月

設置予定地
※検討中の場合は「未

定」

安芸郡馬路村
大字馬路

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

浸水対策

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項
目を記載すること

○

国土強靭化地域計画
（計画の名称）

－

プラ要件化の
経過措置の適用

－

プラ施設整備事業

CO2削減率
※改良事業の場合

スラグの利用計画
※灰溶融施設を整備する場

合
－

ストック対象物
※ストックヤードを整備

する場合

資源ごみ
粗大ごみ

備考
缶類選別圧縮設備
100kg/日を付帯
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表４　施設整備に関する計画支援事業等

事業番号 ①

関連する本体事業の番
号

1

事業名
施設整備に関する計

画支援事業

事業主体 馬路村

事業目的
ストックヤード施設

整備のため

事業概要

測量調査
地質調査

解体事前調査・設計
施設基本計画・設計

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○

プラ要件の経過措置 －

プラ施設整備事業 －

備考
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表５　現有施設一覧

施設種別 焼却施設 焼却施設 資源化施設 最終処分場

施設名
安芸広域

メルトセンター
馬路村ごみ焼却場

中芸広域連合
リサイクルセンター

馬路村魚梁瀬処分
場

施設所有主体
安芸広域市町村圏

事務組合
馬路村 中芸広域連合 馬路村

型式及び処理方式
全連続式ガス化溶

融
固定バッチ炉 選別、圧縮 最終処分場

処理能力（単位）
80t/日

（40t/24h×2炉）
4t/日

（4t/10h×1炉）
4.68t/5h 埋立容量32,250m3

エネルギー回収の有無 有 無 無 無

竣工年月 平成18年3月 昭和61年1月 平成13年2月 昭和63年

廃止又は休止（予定）年月 平成14年12月休止 平成10年度埋立終了

施設所在地
高知県安芸市伊尾

木
高知県安芸郡

馬路村大字馬路
高知県安芸郡

北川村大字長山
高知県安芸郡
馬路村魚梁瀬

想定される浸水深 － － － －

浸水対策 － － － －

交付金を活用した解体を
実施する場合、その交付

条件
跡地利用の解体

廃焼却施設解体事業
着手（予定）年月

令和8年5月

完了（予定）年月 令和8年12月

関連する新設事業番号
※表３の事業番号

1

備考

現在
一時保管場所
として使用

（缶類圧縮選別施
設併設）
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（１）地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施していく

６　関連するその他の施策

　　ア　ごみ減量・リサイクル促進のための施策内容

　収集カレンダーや広報等を活用し、ごみの分別だけでなく減量・リサイクルについても啓発してい
く。特にごみ出しルールが浸透していない転入者や学生、外国人に対し、集合住宅の管理者やオーナー
と連携して効果的な啓発を実施するとともに、ごみの排出状況が悪い場所には、担当職員が個別に訪問
し、現場力を活かした啓発・指導を行う。

　　イ　プラスチック資源に関する施策内容

　プラスチック資源に関しては、周辺自治体及び県とプラスチック資源回収について検討を進めてい
く。

　生活系ごみについては指定袋で収集、粗大ごみは村内の仮置き場又は安芸広域メルトセンターへの直
接搬入時に料金を徴収しており、訪問収集も有料により実施している。
　馬路村では平成14年度に有料化を実施し、村と住民の取り組みにより、生活系ごみについては、有料
化前の平成13年度に比べて、令和5年度は約40％を減量し、住民の環境に関しての高い意識を保持したま
ま、ごみ減量効果を維持することに成功している。今後もこの効果を維持することを目指すとともに、
必要に応じて制度の見直しを行うこととする。

　　ウ　ごみ処理手数料有料化の実施内容

　　エ　リチウム蓄電池に関する対策

　火災事故等を未然に防止するため、リチウム蓄電池の適正な排出方法等について、周知啓発を積極的
に実施する。
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　平成30年4月に策定した馬路村災害廃棄物処理計画に基づく取り組みを推進していくとともに、訓練等
を通じて円滑・迅速な処理が実現できる実効性の高い体制を構築していく。なお、稼働予定の新施設に
おいては、災害発生時に地域の防災活動を支援できる施設として整備を進めていく。また、災害廃棄物
削減のため関係所管と連携を図りながら、平時からの家屋内の退蔵品・不要品の適正処理の促進等も進
めていく。
　さらに周辺市町村と連携し、災害発生時には相互に災害廃棄物の受入処理ができる体制の構築を目指
す。

　　カ　災害時の廃棄物処理に関する事項

　　オ　事業系ごみに関する施策内容

　事業系ごみは、事業者が自ら又は許可業者に委託し、安芸広域メルトセンターに持ち込んでいる。
　村では、全ての事業者がごみの減量化を要請するとともに、生活系ごみとの区別を周知していく。
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（１）計画のフォローアップ

（２）事後評価及び計画の見直し

７　計画のフォローアップと事後評価

　馬路村は、計画の進捗状況を把握し、その結果を公表するとともに、必要に応じて、高知県及び国と
意見交換をしつつ、計画の進捗状況を勘案し、計画の見直しを行う。

　計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果が取りまとまった時点で、速やかに計画の事後評
価、目標達成状況の評価を行う。また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反
映させるものとする。
　なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見直すものとする。
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